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また、相互貿易の発展を阻害した重要な要因として、「計画原理」の過度の強調をあげる必要がある。前述のよう
に、’九六二年の「基本原則」では、コメコン各国の国民経済計画の相互調整が国際分業発展のための主要な手段
と
さ
れ
て
縞
，
、
貿
易
墓
じ
て
の
、
す
な
わ
ち
商
品
・
貨
幣
関
係
を
利
用
し
た
経
済
的
結
合
ｌ
い
わ
ば
、
か
な
り
の
麓
に
「
市
場
墨
」
に
も
と
づ
い
た
誉
ｌ
は
禦
的
に
軽
視
さ
れ
て
い
た
．
こ
の
傾
向
を
積
極
的
に
評
価
す
る
竹
纒
祥
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
一九五五－一九五六年にすでにコメコン加盟国間の経済協力は、長期通商協定による貿易の発展、科学技術協力
から、各国国民経済計画の調整と生産の専門化・協業化による国際分業の発展へと重点を移してきた…？こうして
、
で
、
、
、
、
、
経済発展のなかで、国民経済計画の調整、生産の専門化・協業化が貿易に代わって経済協力の主要な形態になって
（７） 
いた」（傍点は引用者）。しかし、この段階での貿易の役割の軽視は、他方で計画の調整、生産の専門化が難航したこ
とによって、コメコンの発展に否定的な影響をあたえたのである。「計画原理」優先のかげにあって、貿易価格の決
対して、一九六一－一九六五年には一・八に低下した。その後の五年間は、前記の暫定実績で計算すれば、一・○
四にすぎない。工業総生産に対する弾性値は、一九五○’一九六八年について一・○二五にすぎず、一九六○年以
で）
降は一を割り続けている。したがって、コメコンの経済統合は、相互貿易の質的深化という点からみれば、むしろ
後退を続けていることになる。セルゲーエフは、この現象には決して否定的ではない諸要因が含まれているとして、
工業化の過程の継続による工業生産の相対的高テンポでの発展、各国で「合理的な国民経済総合体」の形成が進行
中であること、および巨大な国内市場を持つソ連の存在をあげている。しかし、これらは要するに、国際分業の発
展がおくれた状態で各国の一国社会主義的経済建設が続いていることを意味し、各国それぞれに類似した形態の工
業化を進める、いわゆる「経済的平行主義」が維持され、生産の増加、技術水準の上昇が輸入節約的に作用したこ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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定に客観的な根拠をあたえる問題が解決されなかったことも、大きな阻害要因であった（前出のコミサロフによる、原
燃料輸出価格ひきあげの提案はその一端を示している）。
これらの諸問題に対する根本的解決のための一つの方向として試みられたのが、一九六二－一九六四年のフルシ
チ
ョ
フ
に
よ
る
コ
メ
コ
ン
統
合
計
画
推
進
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
か
り
に
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
的
統
合
プ
ラ
ン
」
と
よ
ぶ
と
す
れ
ば
、
その特徴は、ＥＥＣが第二段階に移行しいわゆる己＆貝・喘口○片のＥ日を通過したといわれた一九六一一年当時に
おいて、ＥＥＣとコメコンとの経済競争という問題意識を鮮明にし、コメコン全体としての「効率原理」を「格差
是正原理」に優先させ、ＥＥＣに対するたちおくれを「計画原理」の優位によって克服しようとしたものであった。
す
な
わ
ち
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
、
社
会
主
義
体
制
全
体
に
わ
た
っ
て
、
社
会
主
義
的
な
『
資
本
の
集
預』を基礎として、その利点がすでに資本主義によって証明されている大堂・大規模生産の組織にわれわれの計画
性をむすびつけるならば、それによってうたがいもなく、資本主義体制との経済競争におけるわれわれの勝利をは
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
主
義
世
界
体
制
の
わ
く
の
な
か
で
生
産
の
協
業
化
と
専
門
化
を
ひ
ろく組織することが必要である。社会主義諸国の生産のような近代的な発達した生産には、自給自足的傾向は無縁
である。われわれの国々の経済の民族的閉鎖性を維持することは、社会主義制度がわれわれにあたえている巨大な
長所を活用せず、われわれの前進を人為的におさえることを意味するだろう。これはわれわれの事業に有害であろ
う。」より具体的にフルシチョフは、コメコン各国における「小規模生産にもとづく工業の多面化」、弓なんでも国
産』という原則」を批判し、コメコン域内で「主要な生産部門について単一の計画が作成されるところまで行かな
（８） 
ければならない」と主張した。実際に、「単一の計画」という方向にむかって、コメコンに超国家的な中央計画機関
を設置するという構想があったこともたしかである。
134 
この、「効率原理」と「計画原理」との結合によるフルシチョフ的統合プランは、周知のように一九六四年一○月
のフルシチョフ退陣とともに後景に押しやられることになった。フルシチョフ的統合の挫折は、直接的には、「効率
原理」の優先に対して「格差是正原理」を主張するルーマニアの反対によってコメコンが分裂の危機に立ったこと
が原因であるが、さらに、フルシチョフ退陣後に顕在化した計画管理制度改革の必要性が、少なくとも従来の「計
画原理」に対しては、その有効性に疑問を持たせていた、という要因も無視できないであろう。
ルーマニアの反論は、比較生産費原理にもとづく（したがってコメコン全体としての効率を重視する）国際分業の進展
が自国のコメコン内における相対的後進性を固定化することになる、という具体的な懸念と、コメコンが超国家的
性格を持つことに対する理論的な反対とから成り立っている。前者については、前述のような機械工業の専門化に
おける不利な立場、乗用車問題に関する対立のほかにも、ルーマーーァ独自の鉄鋼業建設計画（ドナウ河口のガラー
ッ鉄鋼コンビナート）が他のコメコン諸国の反対をうけたことも大きく作用した。後者については、もともと前者
の具体的利害から発生したものであり、論理的に極端化されている面もあるが、それはそれなりに、現在の後進社
会主義国が民族的性格を強く持たざるをえないこと、資本主義世界経済と接触せざるをえないことをはっきりと主
張したものである。すなわち、一九六四年四月に発表されたルーマニア労働者党中央委員会の「国際共産主義運動
内の諸問題に対するルーマニア労働者党の立場に関する宣言」（いわゆるルーマーーァの「椛利宣言」）は、「国民経済の計
画的管理は社会主義国家の主梅の基本的な、本質的な、奪うべからざる権限の一つである」としてこれを超国家的
機関の手に移すことに反対し、「単一の世界経済」の形成は将来の歴史的段階の問題であって、現在の段階では何ら
す）
の現実的土台がない、と批判している。
かくして、フルシチョフ的統合の理念は、コメコンの生産力の発展段階の過大評価に起因する「効率原理」の偏
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重、後進諸国の側の経済的ナショナリズムの過小評価による「格差是正原理」の軽視のために破綻した。中央計画
機関の設置は見送られ、コメコン全体としての経済統合の急速な進展は不可能となった。この段階で、コメコン諸
国
に
お
け
る
前
述
の
三グループ編成のそれぞれにおいて、経済統合に対する異なった対応が生まれてくるのである。
ルーマニアはいぜんとしてコメコン加盟国ではあるものの、一九六四年以降に結成された国際ベアリング機構、
インテルメタル、インテルヒムのいずれにも参加せず、機械設備輸入の四割近くを西側からの輸入に転換した。石
油産出国であるルーマニアはもともとソ連の石油供給には依存していないが、最近では工業原料の輸入もソ連から
他
の
諸
国
（
主
と
し
て
発
展
途
上
緒
圏
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
か
く
し
て
ル
ー
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
、
機
械
設
備
お
よ
び
原料供給者としてのソ連の経済的比重は低下し、したがってまたルーマニアにとってのコメコンの利用価値も低下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
問
題
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
工
業
製
品
の
輸
出
市
場
を
コ
メ
コ
ン
市
場
以
外
の
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る（⑩） 
か
、
と
い
う
点
に
あ
り
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
の
コ
メ
コ
ン
の
必
要
性
は
い
ぜ
ん
と
し
て
大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
他
方
で
ま
た
、
コ
メ
コ
ン
内
で
の
先
進
諸
国
、
東
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
に
と
っ
て
は
、
コ
メ
コ
ン
の
相
互
貿
易
の
鈍
化
傾
向
が
大
き
な
脅
威
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
、
ソ
連
と
と
も
に
コ
メ
コ
ン
内
で
の
機
械
設
備
供
給
者
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
が
、
よ
り
後
進的な諸国における工業化の達成はこの面でも「反輸入的」に作用した。しかもルーマーーァのように直接西側から
先進的な技術水準のプラント類を輸入しようとする国が出てくるとすれば、その脅威は二重のものとなる。もとも
と
こ
れ
は
、
世
界
経
済
の
な
か
で
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
み
を
「
社
会
主
義
世
界
経
済
体
制
」
と
し
て
自
己
完
結
的
に
と
ら
え
る
従
来
の
コ
メ
コ
ン
の
発
想
が
内
包
す
る
自
己
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
コ
メ
コ
ン
内
先
進
諸
国
に
と
っ
て
は
、
西
側
諸
国
との経済交流によってみずからの経済的、技術的水準を向上させ、西側市場の可能性を積極的に利用する方向をと
らないかぎり、後進諸国の工業化のための一時的な踏み台として利用されるにとどまり、コメコン内先進諸国自体
136 
の経済的発展は、先進資本主義諸国に比較すれば相対的に低水準の段階で停滞せざるをえないことになる。しかし
また、コメコン内先進諸国が西側市場における競争力を獲得できたとするならば、これら諸国にとってはコメコン
内分業に拘束される意味がなくなり、コメコンそのものも、そうした競争力を獲得できるまでの一時的な保護貿易
市場としてしか評価されないことになろう。
かくして、コメコン内部では二つの方向に遠心力が作用している。後進的なルーマニアによる「格差是正原理」
の主張は、自国の工業化にとって有利なものであるかぎりコメコン内の国際協力を認めるという立場をとり、より
先進的な諸国（とくにチニ己では、コメコン内での「効率原理」の後退に対処して、「効率原理」そのものをコメ
コンのわくをこえた次元でとらえようとしたことが、「チェコ事件」の一つの経済的背景であった。
しかし、こうした二つの方向での遠心化傾向、すなわち先進的な諸国の要求と後進的な諸国の要求とがコメコン
内で二極化する傾向に対して、両者の中間にあるポーランド、ハンガリーなどの中進的な諸国は、これまでのコメ
コンの達成によってもっとも大きな利益をうけてきたし、コメコンの経済統合を推進することに今後も大きな利益
を期待している。コメコンの遠心化傾向のいわば中進国的収拾としての、これら両国のコメコンの経済統合につい
ての積極的発言が一九六○年代末以来の特徴として注目される。しかもここでは、「市場原理」にかなりの重点をお
いた経済統合が主張され、コメコンを従来の擬似的経済同盟から共同市場へと発展させるという問題提起が行なわ
このような見解をもっとも包括的に展開したものとしては、ハンガリー社会主義労働者党政治局員レジ二・一三
ルシの論文「社会主義的経済統合の原則的・実践的諸問題」をあげることができよう（これは一九六九年はじめにハン
ガリーの党内で中央の公式見解として説明されたものであるが、その要約が同年二月にソ連のエコノミーチェスヵャ・ガゼータ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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紙第六号に掲載され、その後まもなくハンガリーで全文が初公表された）。一三ルシによれば、コメコンは「計画の調整と
規制された国際市場との独特の結合」、「集中的計画化と商品・貨幣関係との結合」であるべきであり、この「商品・
貨幣関係の発展」のために、共同市場、統合市場を漸次的に発展させること、コメコン内に自由貿易および自由な
貿易価格を導入すること、多角的貿易を発展させるためにコメコンに域外共通関税を設定すること、通貨協力の体
制を発展させ、交換性を持った域内共通通貨を創出すること、の四点が提案されている。ただし最後の点では、完
（ｕ） 
全な交換性の獲得は時機尚早として、部分的交換性の達成を提案している。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
レ
ク
・
ミ
シ
ャ
ク
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
見
解
を
同
じ
時
期
に
発
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
工業化の第二段階への移行にともなって、相互貿易の性格がこれまでのような原料や半製品の交換と異なった複雑
な様相をおびてきており、現行のような固定価格制度、交換性を持たない共通通貨（これは「振替ループとをさす）、
（⑫） 
基
本
的
に
双
務
的
な
貿
易
協
定
で
は
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
かくして、ポーランド、ハンガリー両国においてかなりに論議され、ソ連においても一定の支持を得ているとみ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
的
経
済
統
合
の
理
念
で
あ
っ
た
「
効
率
原
理
」
プ
ラ
ス
「
計
画
原
理
」
と
い
う
発
想
を
、
「計画原理」の硬直性を批判することによって「効率原理」プラス「市場原理」という発想におきかえて新たな経
済統合の理念を提起しているとみられるのである（いうまでもなく、ここでの「市場原理」はかなりの程度まで「計画原
理」によって規制されたものとして存在する）。すなわち、具体的には、各国の国民経済計画の相互調整に重点をおく方
式から、ある程度まで自由な（数鮭的にも価格的にも変励可能な）相互貿易の促進に重点をおく方式への転換であり、
ＥＥＣ的な共同市場への接近であるが、その前提としては、貿易価格の合理的設定、交換性通貨の導入、および各
国為替レートの合理的調整などが必要となる。したがって、コメコンが共同市場の結成を通じて経済統合の促進へ、
138 真の経済同盟へとむかう方向をとるとすれば、当面の環は交換性共通通貨による通貨同盟の結成で違墾・
ここで詳述する余裕はないが、前出の一九七一年七月の「総合計画」においては、多角貿易の発展と交換性通貨
の創出の問題について菰極的な提起が行なわれたが、共同市場的なアプローチはまだ前面に出ていない。交換性通
貨の創出そのものも決して容易ではないが、たとえそれが可能であったとしても、これまであげてきたようなコメ
コンの問題点がそれによって一挙に解決されるわけではない。「計画原理」と「市場原理」の調整、「効率原理」と
「格差是正原理」の鯛整に関しては今後も試行錯誤はまぬかれないであろう。もしもそうした試行錯誤的な実験が
（たとえば「チェコ噸件」のように）武力で圧殺されるとするならば、コメコンの将来に希望はない。実験に対する政
治的駆容が存在することが、コメコンの経済統合への前進にとっての必要条件である、といわなければならない。
（３）シ・六ｏｚ墨、ロロ◎円。。ｐ罠『窪百○国匡冒の窪蛋鈎ｕｓｅの宍『函回国塵。。『田口。『己］■雷蛋四の○円国四・《ロェの巨毘璽函『◎ロ『○四筥誼》画鋲ご囹・
（１）○・ｍ。「◎罠◎筥。円』尻回臣色負け崖匡の目やＣＱ宮の望届①尻◎四。望【屋蛋の。【。『ｏｎ。『や罠洩塁冨呂の、『因ｍｐＣ兵崖色菖室、『二塁ｇ【雲×同日や色阜
《三目◎切目①尻Ｃ産。崖田圃雷三の》§豈冒で：ェ区の○目Ｃ日閨冨》・軌．Ｓ９．３℃・臆．
（２）○・ｍ。『◎星◎苗。Ｐ《『、。ｂ望餌函因の円◎胸◎画。『霞西星巴宍洵臣嬰四口。■餌。『。ｎ．臣墨画筥墨、『困瑁の、宍。『。ご園頂の■の要田餌『や『世、》】ｎ円口。
（４）○・ロ。『Ｃ星◎画。ｐや口・『ので①牌。Ｒ宮の塁冒『エロ園国轟『田の昌困己。■。『。、。兵エ画筥題、閂餌四の、涙。『。、Ｃ■ｐご宍円弓恩ご《■ＣロロＣｐＥ
ｕ尻。浅◎寓星宍壺》や醇桿迄『Ｐ、司己・］Ｐ
（５）シ・○．宍。■◎回国・『の勺のＨＣＲ①宍○晟○冨要宍、向日ロ囚浅。①口牢至『。『西エロのロ、目の宍『男因匡ご《ｍＣｐや。ｎ厘ｍ宍○エ。臣蛋庚崖》匂Ｐ
岳⑨『』◎甸己・『画や⑤㈲で０ｍｍ。
（６）■。Ｏの己『の①酉ＤＣ兵因凹菖雷、旬雪四の⑤尻色餌雷淫円の『己画民望菌困目○宍四四画筍の当量ロ色②洩の白の髭圏蛍弓や罠洩Ｐ《、畳のＥ雪函鉤『◎や同◎因筥凶》ご夢
桿ｃ『Ｃや、旬や。⑬ｃｌＬ四Ｐ
。『口・拝」ｉｔ梓⑬。
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（７）前出『社会主義経済論』、三○八’三○九ページ。
（８）『平和と社会主義の諸問題』日本語版、一九六二年九月号、一五’’七ページ。
（９）『世界政治資料』、第一九三号参照。
（
、
）
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
コ
メ
コ
ン
内
で
の
資
源
の
共
同
開
発
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
国
際
投
資
銀
行
（
一
九
七
○
年
五
月
のコメコン第二四回総会でルーマニア以外の七カ国によって設立決定）に、ルーマニアも一九七一年一月になって正式に
参加したことである。
（、）で・エひのロ日⑭コロ題嚢屋田ロ雷色筥ワ冨匡の要ゴロ色宍『望二の。【宝の■○コでＣｎｚｎｏ屋富筥ェの司塁項の、六．琴⑭宍。塁。望窒二円【○雪函エョの『ロロ兵勇二
《シｎ国○の８弓○ョ－８》、←】⑤ｍＰｎ曰勺・】色！】念・
（⑫）三胃の六三房置再シローこのロ『ご【【。『○一。⑪の『○三同少冒［の、『、三目・《でＣｌ厨彦弔の『の己の、こぐの》・】や９．Ｚ。．“・ロロ・岳ｌ圏．
な
お
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
九
六
九
年
に
コ
メ
コ
ン
の
経
済
統
合
の
問
題
に
つ
い
て
の
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ひ
ら
か
れ
、
そ
こ
で
も
多
角
貿易、貿易緬格、共通緬貨などの閥題をめぐって議論が展開された．竹漉祥一郎「社会主義諸国の綴済統合ｌワルシャ
ワ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
、
『
桃
山
学
院
大
学
経
済
学
臘
禦
』
．
第
一
一
巻
第
四
号
．
一
○
三
’
’
三
○
ペ
ー
ジ
参
照
．
（、）このコメコンにおける共通通貨問題に関しては、さしあたりロ・昏冒冨函で園冒目の園昌◎畠。‐ｅ冨昌８胃員◎ョ。，
Ｅの霞冨３つ自。①口》《ロ◎目○日②宍◎二．菖冨》》『．』垣ｇ、野々村一雄「振替ルーブルをめぐる諸問題」、『経済研究』第
二二巻第四号、などを参照。
〔付記〕この論文は、アジア経済研究所で実施している「ソ連・東欧諸国の経済成長と経済改革に関する研究」の昭和四四年
度
中
間
報
告
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
内
資
料
、
調
査
研
究
部
ｚ
Ｐ
白
ｌ
こ
）
に
お
け
る
筆
者
の
分
担
部
分
を
骨
子
と
し
て
執
筆
し
た
。
